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導水管を主要道路下に計画する工事に併せて
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ポストコロニアル

-コロニアル都市カスコ・アンティグオ(パナマ)の未来都市への再編-

３.１ 水量調整域、取水口

1   水量調整域

　  取水口

2   給水口

導水管経路 (暗渠部分 )

導水管経路 (開渠部分 )

3   着水井

4   浄水場

     浄水発生土置き場

5   浄水発生土を利用した住宅

１.設計背景

０.対象敷地 ２.１ 都市空間要素

２.２ 都市地図との比較

深刻な水不足

パナマ運河の影で消えゆくコロニアル都市、カスコアンティグオ。

スペイン植民地時代の栄華の面影もなく、その街並みは消滅するのを待っているかのようである。

コロニアル都市が将来にわたり残り続けるためのサスティナブルな都市の在り方を模索する。

中南米の玄関口と言われるパナマの首都パナマシティに位置するコロニアル都

市カスコ・アンティグオを対象にする。パナマは人口約420万人、東西に約

600kmと細長い国で、コスタリカ、コロンビアからの移民が多く住んでいる。

２.調査・分析

スペイン植民地であったカスコ・アンティグオの 1670 年代～現代にかけての

都市形成を調査し、歴史的価値の再認識を行う。これらの知見を基に「ポスト

コロニアル - コロニアル都市カスコ・アンティグオ ( パナマ ) の未来都市への

再編 -」として修士設計を提案する。

現地調査は San Felipe 地区内の 520 敷地を対象に 2019 年 7 月 6 日～8 月 9 日に

かけて行なった。

カスコ・アンティグオはスペイン植民地時代は生活の中心に広場を置いたグリ

ッドプランを取り入れた最先端の都市であったと言える。しかし、1903年～

1999年までパナマ運河の建設、管理、支配の名目でカスコ・アンティグオ西側

のパナマ運河両岸5マイルをアメリカが所有していたため、パナマシティはカ

スコ・アンティグオから北東側に向かって開発され、カスコ・アンティグオは

人口の減少、スラム化が進み衰退の一途を辿った。

・ 取水口の最大取水量　 101,736m3/日

・ 一基あたりの取水量       

　　　　　　　　　　　　取水塔流入速度　0.15-0.30m/s

                        管径　          1m

                        流量　          (1/2)^2*π*0.3=0.2355m3/s

                        最大取水量　    847.8m3/h、20,347.2m3/日

太平洋側から一番目に位置するミラフローレス閘門に沿って、水

量調整域および取水堰を計画し、高低差を生かして使用済みの水

を貯めていく。カスコ・アンティグオに送水するための取水ポン

プを5台配置し、1日最大101,735m3を取水する。送水のための電力

はポンプ内の小水力発電で賄われる。

*1:  空室、空地を含む。
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２.３. 都市空間構成

３.全体計画

現在のパナマシティの骨格を 1904 年の都市地図が表す。1856 年の都市地図から人口の増加に伴い市壁が取り壊され、西側へと住宅地を拡大させていった

こと、1904 年の都市地図から現在のセントラル通りが主要な通りとして整備されてきたことが分かる。

パナマの年間降雨量は2000～3000mmと世界平均降雨量(880mm)に比べ約3倍と多い

が、パナマ運河が海抜26mの人造湖からの高低差を利用した閘門式運河である

ため、湖に溜まった淡水は最終的に海へと流れ、パナマ運河の稼働に合わせて

突発的な断水が起きている。一日に約37隻の船が通行し、住人たちは不便な生

活を強いられている。2019年の一年間で断水は48回行われ、水源の確保はパナ

マ全体の最重要課題である。

－建物用途 (1 階 ) の分布

最も多い建物用途 (1 階 ) は「商業施設、飲食施設」で、「空家、空室、空地、

廃墟」および「工事中」は全体の 27.9％を占め、開発途中である。

－トラム跡および現在のバス路線

1893 年～1941 年にかけてトラムが運用され、現在もトラム廃線跡が一部

残る。現在は観光者向けの無料バスが運行している。

－建物の構造の分布

８度の火災により木造の建築物は少なく、19 世紀後半から 20 世紀初頭に

建てられた建築物が多い。2000年代に入り13棟の木造建築物が取り壊され、

そのうちの 9敷地が駐車場として使われている。

－建物の高さの分布

「2 階建て」の建築物が最も多く全体の 41.5% を占める。1850 年～1900 年

にかけての 2階建ての建築物が多く残る。

－開発の変遷

1856 年に人口の増加に伴い市壁が取り壊され、北側へと住宅地を拡大さ

せていった。2010 年に渋滞緩和のための海上道路が建設された。

本計画は、パナマ運河の排水を利用し、コロニアル都市がサスティナブルな都市として生まれ変わることを目指している。全体計画は水量調整域、取水堰、

導水管、給水口、着水井、浄水場、浄水発生土を利用した住宅のプロトタイプからなる。浄水場計画地に隣接する建築職人育成学校と連携し、貧困層の住

人の就業支援、住人による長期的な開発、発展を見据えた活動を展開していく。

－市壁位置

当時の市壁は 10m～20m の高さを有し、カスコ・アンティグオ内を囲い、

防衛のため四方を水で固めていた。1856 年に住宅地の拡張のため市壁が

取り壊された。

1 カスコ・アンティグオの衰退

2

全体配置図

水量調整域断面図
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３.３ 着水井 ３.４ 浄水場、浄水発生土置き場

３.２ 給水口

3 

2 

1 

－パナマシティの36.4%の水を賄う

一日最大給水量      45,000m3/日

パナマ市の水使用量　47.73万人×0.186m3/日

　　　　　　　　　　＝163,808.526m3/日

－対象敷地

敷地高低差最大2mを活かし、浄水の過程に合

わせて施設を配置していく。

カスコ・アンティグオ西側に位置する海上道

路シンタ・コステラ(既存)に沿って堰を設け、

900,000㎡にパナマ運河の排水を貯め、通常時

は観光用航路として、非常時は散水用として

利用できる着水井を計画する。

・ 着水井の最大水量　 3,600,000m3/日㎥

・ 着水井の通常水量   1,800,000m3 (水深2m程度)

船着場

オープンスペース

新規壁、構造

新しく建てる壁は既存の壁

面ラインより2M以上下げる。

既存壁

既存の壁や昔存在した壁は

分かる範囲で復元、修復し

ていく。

屋根

浄水場、脱水、浄水発生土

置き場、工房を繋ぐ大屋根

カスコ・アンティグオのデザインルール

に従い、新しく建てる壁面はその壁面ラ

インより2m以上下げる。

1749年の都市地図を参考に見張り台のラ

インを敷地内に復元する。

高低差2mの敷地特性を活かして、浄水場

の浄水過程に合わせた建物配置を行なっ

ていく。

－建物構成

既存の壁を活かした浄水場の施設配置を行う。

計画地はコロニアル都市時代は市壁、見張り台の役割を果たしていた

場所である。

－デザインルール

1997 年にカスコ・アンティグオは世界遺産に登録され、『パナマ市の旧

市街の修復と改築のための規範と手順のマニュアル ( 全２３９条 )』

が制定された。浄水場、浄水発生土置き場、工房の設計はこのマニュ

アルに従い行う。

－ゾーニング

( 以下主要条件の抜粋 )

 61 条：歩道を修復または再構築する必要がある時、使用する材料はそ    

       れぞれ石またはコンクリートとなる。その寸法は既存のものと  

       同じになる。

123 条：既存の壁に新しい構造物を建設することはできない。新設また  

       は既存の構造は、壁を尊重し、それらを強化し、価値を与える 

       ものとする。

       空き地や建設のため、壁を壊す場合、周囲の壁の位置から少な  

       くとも 2m 以上下げて、既存の壁の景観を強調し、評価できる  

       ように配慮する。

133 条：新しい建物空き地および解体が許可されている建物は、開口部 

       の高さ、プロポーションなどで全体の景観と調和しなければな

       らない。

145 条：改修される建物および新しい建物では、最大 4階建てが許可さ

       れる。一階の高さは 3m、最大 4m とする。

149 条：改築する建物では、屋根を少なくとも建物の正面に向かって傾 

       斜させる必要がある。勾配は 35％～80％に維持する必要があり

       ます。デッキの水は通りに向かって落ちる。

156 条：建物の最大高さは 16m までとする。

161 条：パティオの痕跡がない建物を除き、計画されたパティオのサイ

       ズは、既存のものより小さくしてはいけない。

171 条：ファサードの開口部のドアと窓に使用できる素材は、ガラスパ

       ネルまたは木製のシャッターが取り付けられている場合、木製

       とする。アルミ製の窓、ドアの使用はできない。

194 条：すべての建物の外観は、マット仕上げで塗装される。油性塗料は、

　　　木材および金属の建物でのみ許可される。

地下鉄駅→魚市場→親水空間→船着場→カスコ・アンティグオ市内と導水管経路に沿って計画していく。

今までになかった親水空間を設けることで、水に触れ考える機会を増やしていく。
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導水管の一部は開渠部分と
なり、住人の憩いの場へと
変わる。

公園に沿って下っていくと
船着場へと辿り着く。この
船着場から既存の海上道路
に沿って観光用の船がでる。

公園の端にたどり着くと、
水位が下がる。既存の公園
と緩やかに繋ぐ道を計画す
る。

3  既存の公園との接続 
① 既存建物との壁面位置関係 ② 見張り台の復元 ③ 市壁跡の挿入

2  船着場 

1  親水空間 

市壁跡を中心とした動線計画



市壁跡に合わせて舗装材を変え、歩きながら歴史を感じられるよう計画する。

着水井のレベルに合わせて、船着場、浄水場が続いていく。

船着場から浄水場を見る。

1階部分にはレストランが入り、歩く人々を引き込む。

歩道の先の曲がった道を抜けると海が見える展望台が広がる。

浄水場立面図

A-A’断面図 B-B’断面図

薬品槽

セラミック膜ろ過装置 原水槽および調整槽

オフィスおよび駐車場 (既存 )

( 屋上：浄水場用ソーラーパネル設置）

着水井

展望台

デッキ
船着場

駐車場店舗住宅 住宅

住宅 (工事中 )住宅 (工事中 )

小学校

工事中

空家

店舗

浄水発生土置き場

EV工房

建築職人育成学校 (既存 )

バス停 管理・事務棟

浄水場敷地図および 1階平面図

建築職人育成学校(既存)では浄水発生土を利用した

レンガの加工、技術習得を行う。

既存の構造を活かしたデッキ空間、展望台は住民をはじめ

観光客にコロニアル時代の歴史を想起させる。

カスコ・アンティグオのデザインルールに従い、

新設の壁は既存の壁より2m以上下げる。

既存構造

設計部分

N

A’

A

B

B’



レインガーデン
イベントスペース

レストラン
(上部住居 )

観光案内所
物産販売スペース

休憩スペース

駐車場

空家

空家

空家

店舗

空家

工事中
工事中

駐車場

トイレ

市壁 (現存部分 )

N

３.５ 浄水発生土を利用した住宅のプロトタイプ

－浄水発生土の再利用

浄水過程で発生する浄水発生土は土置き場に置かれ乾燥させた後、園芸培養土、耐火レンガ、舗装材として再利用される。

－建築職人学校 (既存 )について

浄水場に併設する建築職人育成学校(既存)は、2001年にスペイン国際開発協力庁（AECID）によって設立され、完全無料の学校であった。

この地域の貧困層の若者に技術を教え働く環境を提供する役割を果たしていたが、2018年に財政的な理由で休校となった。

この学校が浄水発生土を利用したレンガの販売、レンガを使った施工を授業として行うことで、学校を運営していく。

－新しいプログラムの提案

－ゾーニング

－環境への配慮

浄水過程で発生する浄水発生土を使用したレンガを用いた住宅のプロトタイプを提案する。

本計画では建築職人育成学校の学生向けの共同住宅を提案する。

建築職人育成学校と連携することで、長期的な街並みの保全を行う体勢を整えていく。

現在廃墟、空家の2棟。

メイン通り、市壁跡の残るエレラ広場に

面しているにも関わらず、雰囲気は暗く

活用されていない。

2棟を一体的に考える。

現在ある外壁を活かして一繋がりの空

間を作っていく。

エレラ広場に面している部分に観光

案内所、メイン通りに面している部

分にレストラン＋建築職人育成学校

の学生向け住居を計画し、道で繋ぐ。

①雨水の利用

雨水を貯水し、中水を利用していく。突

発的な断水に各住居が対応していくこと

で、最低限の生活を確保する。

②太陽光パネルの設置

夏至～冬至にかけての太陽高度は58°～

74°である。屋根の勾配は24°とし、効

率の良い発電を目指す。

③レインガーデン

パナマは熱帯雨林気候に属し、スコールが

多く降る。一時的に大量の雨が降るため排

水にも配慮していく。

‒デザインルール

浄水発生土を利用したレンガ壁＋鉄筋コンクリート壁柱。中空槽は鉄筋コンクリート壁柱、PS のスペースとして利用する。高さは 3000 とし、全体の

外壁の高さに合わせ住人による施工を行う。

<学習プログラム >

－伝統的・現代的な石積み方法

－伝統的・現代的な木工および建具の制作

－鍛造と溶接

×

＜実践プログラム＞

－主にレンガを使った実際の建物の修復

－レンガの販売、使い方ワークショップ

職人の育成、長期的な保全浄水発生土

建築職人学校卒業生の活動建築職人学校へのヒアリング 経済的な理由による閉校 (2018)

鍛造と溶接伝統的・現代的な木工および建具の制作伝統的・現代的な石積み方法

園芸培養土、セメント 耐火レンガ、舗装材

昔の壁が残るデッキスペース

３つの原水槽が広場に動きを付ける。

浄水発生土置き場を見る。
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